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尼崎汽船部時代の資害船 「電信丸」(筆者所蔵)
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名 船 発 掘 `日 本

『日
本
近
世
造
船
史
』
の
記
事
を
疑
う

日
本
近
代
造
船
史
上
の
有
名
船

「電
信
九
」
の
こ

と
は
、
９‐
，
の
本
連
載
で
詳
述
し
た
。
今
回
、
再
び

と
り
あ
げ
た
の
は
、
通
説
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

新
発
見
資
料
を
紹
介
す
る
た
め
で
あ
る
。

迪
前
の
根
拠
の
１
つ
は
造
船
協
会

『日
本
近
世
辻

船
史
』

（明
治
編
、
５
９
０
頁
）
の
記
事
で
あ
る
。

―
同
末
年
、
来
ｆ
架
地
に
於
て
耕
戸
丸

（後
雷

信
え
と
改
む
、
長

一
一
八
尺
、
情

一
人
尺
二
、

深

一
口
尺
★
、
総
ト
ン
数

ニ
ユ

一
）
と
称
せ
し

旅
を
汽
補
を
定
走
し
、
大
阪
を
基
点
と
し
、
瀬

戸
内
海
交
通
の
用
に
供
せ
り
、
本
船
は
鉄
裕
な

る
と
、
速
力
の
終
快
な
り
し
と
に
よ
り
て
、
当

時
せ
人
を
持
咲
せ
Ｌ
め
た
り
と
云
う
―

そ
も
そ
も
、
こ
の
記
事
は
信
用
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
同
苦
は
明
治
末
年
の
編
纂
。
明
治
初
年
の
史
実

は
風
化
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
じ
頁
で
は
１

０
０
総
ト
ン
超
の
最
初
の
国
産
鉄
製
汽
船

「
ベ
ル
リ

ン
」
と

「興
讃
九
」
を
別
船
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。

両
船
が
同
じ
船
で
あ
る
こ
と
は
１
８
１
号
の

「
ベ
ル

リ
ン
」
（の
ち
の
興
讃
九
）
で
述
べ
た
と
お
り
だ
。

記
事
内
容
も
疑
門
で
あ
る
。
疑
門
の
第
１
は
、
当

時
の
瀬
戸
内
航
路
定
期
船
の
広
告
な
ど
に
「神
戸
丸
」

（カ
ウ
ベ
）
の
名
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
だ
。
「世
人

を
驚
映
せ
し
め
た
」
ほ
ど
の
有
名
船
な
ら
ば
、
引
札

ぐ
ら
い
残

っ
て
い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

加
え
て
、
束
京
架
地
で
の
鉄
製
汽
怖
姓
辻
を
表
付

け
る
史
料
が

「船
名
録
』
以
外
に
な
い
こ
と
も
気
に

な
る
。
同
船
の
建
辻
は
外
円
人
技
術
者
の
指
導
に
よ

り
加
工
船
材
や
汽
横
を
輸
入
し
て
組
立
て
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
痕
跡
は
兄

つ
か

つ
て
い
な
い
。

西
南
戦
争
時
に
ド
イ
ツ
商
人
か
ら
購
入

就
航
時
の
記
録
が
牛
山
で
あ
る
の
に
対
し
、
明
治

１０
年

（１
８
７
７
）
の
西
南
戦
争
後
は
状
況
が

一
変

す
る
。
こ
の
船
は

「電
信
九
」
の
名
で
瀬
戸
内
航
降

の
出
帆
広
告
な
ど
に
頻
繁
に
登
場
す
る
。

西
南
戦
争
で
は
有
力
船
主
ら
が
鉄
製
汽
船
を
外
国

人
か
ら
購
入
し
た
。
「
電
信
丸
」
も
そ
う
だ
ろ
う
と
兄

込
ん
で
海
軍
文
書
を
ネ

ッ
ト
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
ド

イ
ツ
人
か
ら
買

っ
た
船
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

つ
た
。

そ
の
船
ｉ
は
大
阪
の
市
野
林
三
郎
。
同
船
を

「屯

信
丸
」
と
改
名
し
、
旗
章

（船
主
旗
）
を
大
阪
府
に

は
出
。
大
阪
府
は
明
治
町
年
７
月
３
日
、
そ
れ
を
海

Ｔ
省
に
上
中
し
た
。
経
過
を
伝
え
る
海
軒
文
書
中
の

関
連
部
分

（上
申
書
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

―
古
埓
嘉
二
部
救

ハ
独
乙
回
前
人
キ
ニ
フ
ル
所

持
え
蒸
気
カ
ー
ベ
号
買
諒
　
母
信
え
卜
改
名
え

上
攻
所
持
友

二
付
　
を
ヨ
総
え
相
用
皮
衣
吉
馬

吉
　
別
紙
工
副
弐
☆
免
参
進
候
条
　
御
落
営
柏

成
度
　
此
技
申
進
候
こ
―

（原
夫
は
崩
し
字
）

前
名

の

「
カ
ー
ベ
」
は

「
カ
ウ
ベ
」
（神
戸
）
で

あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
商
人
は
キ
ニ
フ
ル
．
開
港
地
を
拠

点
に
営
業
し
た
ク
ニ
フ
ラ
ー
商
会
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
１０
年

７
月
は
山
商
戦
争

の
真

っ
披
中
で
あ

る
。
同
船
の
神
戸
回
着

（７
月
１４
日
夜
）
を
伝
え
る

化
信
文
が
ル
ーーー
文
＃
に
あ
る
。
ｔ
文
で
は
同
船
は
「
デ

ン
シ
ン
カ
ン
」
（電
信
縮
）
と
な

つ
て
い
る
。

明
治
１０
年
代
は
本
造
帆
船
の
全
盛
時
代
で
あ
る
。

西
商
戦
争
後
、
鉄
製
汽
捕
の
同
船
は
加
戸
内
、
九
州

航
路
の
定
期
船
と
し
て
活
躍
。
大
阪
商
船
な
ど
を
経

て
尼
崎
伊
〓
郎

（大
阪
）
の
子
に
波

っ
た
．
以
後
の

船
歴
に
つ
い
て
は
前
貫
下
脚
を
参
照
さ
れ
た
い
。

も
う
１
隻
の
汽
船

「電
信
丸
」

や
や
こ
し
い
の
は

「電
信
丸
」
と
い
う
名
の
汽
船

が
、
も
う
１
隻
あ

っ
た
こ
と
だ
。
西
前
戦
争
時
の
降

軍
省
の
文
書
に
も

「電
信
九
」
の
神
戸
出
帆
を
伝
え

る
電
文
が
あ
る
。
海
年
省
の
電
文
は

「電
信
艦
」
だ

が
、
陸
年
省
の
花
文
は

「小
糸
気
船
屯
倍
九
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
船
は
い
つ
た
い
何
だ
ろ
う
．

Ｎ
Ｔ
Ｔ
　
Ｗ
Ｅ
マ
リ
ン
社
の
ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ジ
に
、

明
治
６
年
関
門
れ
峡
に
お
い
て
、
小
蒸
気
船

「屯
行

九
」
が
曳
航
す
る
回
平
船
を
使
い
海
底
線
を
敷
設
し

た
と
い
う
紀
車
が
あ
る
。
こ
の

「電
信
丸
」
は
政
府

船

（五
部
省
所
属
）
で
あ
り
、
市
船
で
は
な
い
。

話
題
を

「
カ
ウ
ベ
」
（電
信
九
）
に
戻
そ
う
。

以
下
は
筆
イ
の
想
像
で
あ
る
。
同
船
の
発
注
と
姓

造
に
当
た

つ
た
の
は
居
留
地
の
外
国
人
で
あ

つ
た
。

阪
神
間
、
京
浜
間
の
海
上
交
通
を
予
定
し
た
の
だ
ろ

う
。
だ
が
、
鉄
道
開
迅
の
た
め
か
Ｈ
算
が
狂

っ
た
。

や
む
な
く
海
外
で
運
航
し
、
西
南
戦
争
時
の
船
不
足

に
際
し
、
Ｈ
本
に
炭
し
た
の
で
は
な
い
か
っ
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